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ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
ド
リ
ル
が
つ
な
ぐ
学
び

　

日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共

和
国
へ
の
小
学
校
教
育
改
革
支
援
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
２
０
１
４
～
２
０
２
１
年
に
か
け
て

実
施
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
国
語
教
育
担
当
専
門
家
と
し

て
、
暗
記
中
心
か
ら
日
本
の
よ
う
な
学
習
者
中
心
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
科
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
学
習
指
導
要

領
・
教
科
書
・
指
導
書
な
ど
の
開
発
を
支
援
し
て
き

た
。
毎
年
、
数
十
日
ほ
ど
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
赴
き
、
師
範

学
校
や
小
中
学
校
の
先
生
方
、
教
育
省
の
関
係
者
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
作
業
を
進
め
た
。

　

当
初
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
困
惑
も
多
く
見
ら
れ
た
。

そ
こ
で
日
本
流
の
国
語
教
育
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
私
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
日
本
の

国
語
の
授
業
を
何
度
も
行
っ
た
。
す
る
と
「
子
ど
も
た

ち
に
こ
ん
な
授
業
を
受
け
さ
せ
た
い
」
や
「
こ
う
い
う

授
業
を
自
分
も
し
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、

徐
々
に
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
最

終
的
に
作
成
さ
れ
た
教
科
書
は
学
校
現
場
や
子
ど
も
た

ち
か
ら
も
好
意
的
な
反
応
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
安
堵
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
や
２
０
２
１
年
２
月

の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
多
く
の
学
校
が
閉
鎖
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
ユ
ニ
セ
フ
が
新
教
科
書
に
合
わ
せ

た
ド
リ
ル
の
配
布
を
計
画
し
、
私
は
そ
の
作
成
者
に

な
っ
た
。
日
本
で
も
教
科
書
に
は
か
か
わ
っ
て
き
た
も

の
の
ド
リ
ル
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
日
本
の
様
々

な
ド
リ
ル
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
一

人
で
、
あ
る
い
は
親
や
寺
子
屋
の
支
援
員
な
ど
の
も
と

で
学
べ
る
も
の
を
な
ん
と
か
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
ド
リ
ル
は
新
教
科
書
と
と
も
に
現
在
で
も
多
く
の
地

域
で
使
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

約
十
年
間
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
活
動
を
通
し
て
、
日

本
の
国
語
教
育
の
様
々
な
工
夫
や
細
や
か
さ
を
改
め
て

実
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
ド
リ
ル
が
頼
み
の
綱

と
な
り
、
学
び
を
つ
な
げ
て
い
る
現
実
を
垣
間
見
る
こ

と
も
で
き
た
。
第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
専
門
委
員
を

拝
命
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
と
同
時
に
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
一
日
も
早
い
平
和
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
国
語
科
専
門
委
員

筑
波
大
学
人
間
系
教
授

長
田
　
友
紀
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第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
で
は
、第
４
回
分
科
会
を
教
科
別
に
開
催
し
た
（
算

数
科
・
７
月
11
日
、
社
会
科
・
22
日
、
英
語
科
・
23
日
、
理
科
・
24
日
、
国
語
科
・

28
日
）。

日
第
38
期
学
校
教
材
調
査
会　

第
４
回
分
科
会
を
開
催

各
社
別
研
究
会
へ
向
け
て
最
終
確
認

理
科
、
英
語
科
は
、

１
コ
マ
90
分
で
行

う
予
定
。

※
会
場
は
「
協
会

会
議
室
」
ま
た

は
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
予
定
。

　

各
教
科
で
は
、
第
３
回
ま
で
の
分
科
会
で
確
認
し
た

方
針
や
調
査
基
準
に
基
づ
い
て
各
委
員
が
実
際
に
教

材
を
調
査
し
、
気
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
を
意
見
交
換
し

て
、
調
査
を
進
め
る
上
で
の
共
通
理
解
を
深
め
た
。
ま

た
、
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
「
調
査
結
果
一
覧
表
」

の
形
式
や
記
入
方
法
な
ど
の
最
終
確
認
も
行
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
調
査
し
た
結
果
を
編
集
者
へ
直
接
伝
達

す
る
各
社
別
研
究
会
へ
向
け
て
、
日
程
や
研
究
会
当
日

の
流
れ
を
確
認
し
た
。
調
査
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
分
科

会
で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
ふ
ま
え
、
決
定
し
た
調
査

基
準
に
沿
っ
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
一
覧
表
に

ま
と
め
る
。
一
覧
表
は
予
め
各
出
版
社
へ
示
し
、
社
内

で
そ
れ
を
も
と
に
検
討
し
て
、
各
社
別
研
究
会
に
臨
む

こ
と
に
な
る
。

◇
各
社
別
研
究
会

　

各
社
別
研
究
会
は
、
８
月
19
日
～
９
月
20
日
の
間

で
、
各
教
科
２
日
間
ず
つ
開
催
す
る
。
各
教
科
の
日
程

は
下
記
の
通
り
。

　

今
期
の
各
社
別
研
究
会
は
、
前
回
と
同
様
に
国
語
科

と
算
数
科
で
は
、
１
コ
マ
１
２
０
分
で
、
各
社
の
希
望

に
応
じ
て
教
材
の
種
類
別
（
テ
ス
ト
／
ド
リ
ル
）
に
部

屋
を
分
か
れ
て
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
科
と

〈国語科〉

◇国語科

時　　間 8/21（木） 8/22（金）

 9:30 ～ 11:30 教育同人社 正 進 社

（11:30 ～ 12:30） （ 昼 食 ） （ 昼 食 ）

12:30 ～ 14:30 青 葉 出 版 光 文 書 院

14:45 ～ 16:45 文 溪 堂 日 本 標 準

17:00 ～ 19:00 新 学 社

◇社会科

時　　間 8/19（火） 8/20（水）

10:30 ～ 12:00 青 葉 出 版 正 進 社

（12:00 ～ 13:00） （ 昼 食 ） （ 昼 食 ）

13:00 ～ 14:30 新 学 社 日 本 標 準

14:45 ～ 16:15 教育同人社 文 溪 堂

16:30 ～ 18:00 光 文 書 院

◇算数科

時　　間 8/31（日） 9/20（土）

 9:30 ～ 11:30 日 本 標 準 教育同人社

（11:30 ～ 12:30） （ 昼 食 ） （ 昼 食 ）

12:30 ～ 14:30 新 学 社 文 溪 堂

14:45 ～ 16:45 青 葉 出 版 光 文 書 院

17:00 ～ 19:00 正 進 社

◇理　科

時　　間 8/21（木） 8/22（金）

10:30 ～ 12:00 青 葉 出 版 光 文 書 院

（12:00 ～ 13:00） （ 昼 食 ） （ 昼 食 ）

13:00 ～ 14:30 文 溪 堂 日 本 標 準

14:45 ～ 16:15 新 学 社 教育同人社

16:30 ～ 18:00 正 進 社

◇英語科

時　　間 8/29（金） 8/30（土）

10:30 ～ 12:00 日 本 標 準 正 進 社

（12:00 ～ 13:00） （ 昼 食 ） （ 昼 食 ）

13:00 ～ 14:30 文 溪 堂 新 学 社

14:45 ～ 16:15 教育同人社 青 葉 出 版

16:30 ～ 18:00 光 文 書 院

各社別研究会　日程表

７
月
４
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
北
村
有
司
正
進
社

小
学
編
集
部
課
長
）
で
は
、
第
９
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業

務
、
学
校
教
材
調
査
会
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お
け
る
教

材
の
在
り
方
、
教
材
の
複
製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、
校
務
支
援
・
採
点

支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携

等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

７
月
14
日

日
中
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
末
吉
愛
典
正
進
社
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中
学
編
集
部
部
長
）
で
は
、
第
４
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、教
著
協
と
の
協
議
、共
同
許
諾
申
請
業
務
、

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
著
作
権
管
理
、
教
育
行
政
の
動

向
や
今
後
の
在
り
方
、
教
材
の
複
製
や
公
衆
送
信
に
関

す
る
問
い
合
わ

せ

へ

の

対

応
、

広
報
活
動
、
校

務
支
援
・
採
点

支
援
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
、
転

売
対
策
、
日
本

教
材
学
会
と
の

連
携
等
に
つ
い

て
状
況
確
認
と

検
討
を
行
っ
た
。

７
月
15
日

全
全
図
協
諸
会
議
報
告
会
を
開
催

　

全
図
協
で
は
、
６
月
に
開
催
し
た
理
事
会
、
幹
事
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
と
出
版
社
営
業
部
長
と
の

協
議
会
の
協
議
報
告
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

　

各
都
道
府
県
協
会
長
と
小
・
中
学
部
会
長
を
対
象
に

約
70
名
が
参
加
し
、
情
報
共
有
の
観
点
か
ら
経
過
報
告

だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
よ
う
な
協
議
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
、
幹
事
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
委
員

長
、
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

７
月
22
日

日
小
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
田
代
和
彦
正
進
社

営
業
部
次
長
）
で
は
、
第
５
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議

室
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
動
向
に
関
す
る
意
見
交
換
、

ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
と
の
協
議
会
で
の
検
討
事
項

に
関
す
る
協
議
、
各
都
道
府
県
協
会
総
会
開
催
支
援
の

検
討
、
夏
教
材
等
の
市
場
の
動
向
に
関
す
る
情
報
交
換

等
を
行
っ
た
。

７
月
23
日

日
中
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
辻
田
吉
平
秀
学
社

営
業
統
括
部
長
）
で
は
、
第
５
回
部
長
会
を
山
形
市
「
山

形
国
際
ホ
テ
ル
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
は
じ
め
に
任
期
満
了
に
伴
う
次
年
度
正
副

幹
事
長
の
選
任
を
行
い
、
幹
事
長
に
正
進
社
・
杉
山
陽

介
営
業
部
長
、
副
幹
事
長
に
新
学
社
・
川
井
史
中
学
事

業
部
営
業
部
長
、
浜
島
書
店
・
木
村
修
営
業
部
長
を
そ

れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
意
見
交
換
会
の
予
定

や
、
全
中
目
安
箱
、
全
中
メ
ル
マ
ガ
の
運
用
方
針
に
つ

い
て
確
認
し
た
。

　

部
長
会
後
に

は
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
販
売
店
と

の
意
見
交
換
会

を
行
い
、
10
年

後
を
見
据
え
た

こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
等
に
つ
い

て
製
販
合
同
に

よ
る
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

中学校営業部長会

中学校編集部長会
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光
文
書
院
は
、
「
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

で
あ
ふ
れ
る
未
来
を
創
造
す
る
こ
と
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
掲
げ
、
全
国
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
教
材
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
大
切
に
す
る
学
力
観
は
、
営
利
目

的
の
受
験
競
争
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
存
在
全
体
と
向
き
合
い
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
機
会
を
提
供
、
「
子
ど
も
た

ち
の
心
の
底
か
ら
学
習
意
欲
が
湧
き
起
こ
る
よ
う
な

教
材
」
を
開
発
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
前
回
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
『
Ｃ
Ｂ
Ｔ
タ

ワ
ー
』
の
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
で

あ
ふ
れ
る
未
来
を
目
指
す

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 181 回

１
．
子
ど
も
が
選
び
、
自
ら
学
ぶ
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル 

　

『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』

　

「
子
ど
も
た
ち
が
、
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
没
頭
し

夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む
力
を
育
む
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
具
現
化
す
べ
く
、
「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
採
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
『
ド
リ

ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
の
開
発
を
２
０
２
１
年
に
着
手
し
、

２
０
２
３
年
に
全
国
の
小
学
校
へ
向
け
た
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
紙
教
材
を
長
く
発
行
し
て
き
た
企
業
と

し
て
、
両
方
の
よ
さ
を
活
か
し
た
新
し
い
学
び
を
創
造

し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
紙
ド
リ
ル
に
加
え
デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
、
「
紙
と
デ
ジ
タ
ル

を
つ
な
げ
る
」
新
し
い
学
び
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
で
は
、
子
ど
も
自
身
が 

「
き

ほ
ん
」「
れ
ん
し
ゅ
う
」「
た
し
か
め
」
の
３
段
階
を
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
に
、
「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
る

機
能
を
多
数
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
７
月
１
日
に
は
、
以
下
の
機
能
を
新
し

く
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

◆
夏
休
み
期
間
限
定
で
、
夏
ま
で
の
復
習
が
で
き
る

夏
休
み
期
間
限
定
で
、
夏
ま
で
の
復
習
が
で
き
る

「
夏
ま
で
の
ま
と
め
」

「
夏
ま
で
の
ま
と
め
」

　

「
夏
ま
で
の
ま
と
め
」
単
元
で
、
国
語
・
算
数
の
学

習
内
容
が
復
習
で
き
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
児
童
が
選
ん
だ
バ
デ
ィ
か
ら
毎

日
ひ
と
言
が
も
ら
え
る
し
か
け
も
あ
る
の
で
、
飽
き
ず

に
学
習
に
取
り
組
め
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
の
特
別
ビ

ン
ゴ
で
、
指
定
さ
れ
た
内
容
に
取
り
組
む
と
、
自
分
だ

け
の
ア
イ
ス
の
タ
ワ
ー
が
完
成
し
ま
す
。

㈱光文書院

デジタル教材新機能搭載と

夏の新教材登場！

㈱光文書院

EdTech 統括

© Disney/Pixar

▲夏のビンゴ

▲夏のカレンダー
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２
０
２
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年
（
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和
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年
）
８
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
８
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

◆
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

　

新
テ
ー
マ
を
７
点
追
加
し
ま
し
た
。
内
容
は
国
語
、

算
数
、
理
科
、
社
会
、
英
語
、
そ
の
他
合
計
で
25
テ
ー

マ
に
な
り
ま
す
。
答
え
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
「
か

く
に
ん
モ
ー
ド
」
や
、

カ
ー
ド
の
順
番
、
め

く
り
か
た
、
速
さ
な

ど
、
児
童
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
新
登
場
！ 

小
単
元
毎
に
理
解
度
を
確
認
で
き
る

　

デ
ジ
タ
ル
形
成
プ
リ
ン
ト
『
Ｃ
Ｂ
Ｔ
タ
ワ
ー
』

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
、
習
熟
を
目
的
と
し
た
『
ド

リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
に
加
え
、
評
価
領
域
を
カ
バ
ー
す

る
新
デ
ジ
タ
ル
教
材 

『
Ｃ
Ｂ
Ｔ
タ
ワ
ー
』
の
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
自
主
学
習
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
１
問

１
答
で
解
き
進
め
る
『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
に
対
し
、

『
Ｃ
Ｂ
Ｔ
タ
ワ
ー
』
は
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
良
問

で
、
先
生
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
の
学
習
理
解
度
を
見
極

め
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
学
習
や
授
業
を
改
善
し
、
学

び
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　

『
Ｃ
Ｂ
Ｔ
タ
ワ
ー
』
は
、
先
生
た
ち
の
思
い
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
う
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
視
点
で
問
題
を
た
し
か
め
な
が

ら
、
子
ど
も
自
身
で
つ
ま
ず
き
に
気
づ
き
、
と
も
に
学

び
、
互
い
を
励
ま
し
合
っ
て
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
小
単
元
毎
に
３
～
10
問
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
１
回
５
～
10
分
で
実
施
可
能
。
授
業
の
進
度
に
合

わ
せ
て
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
理
解
度
を
測
れ
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
プ
リ
ン
ト
指
導
に
忙
し
か
っ
た
先
生
た

ち
の
時
間
に
ス
ペ
ー
ス
を
生
み
な
が
ら
、
テ
ス
ト
前
や

授
業
中
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
空
白
時
間
を
埋
め

て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度

版
に
は
、
以
下
の

機
能
を
新
し
く

リ
リ
ー
ス
し
ま

し
た
。

◆
学
期
の
ま
と
め

学
期
の
ま
と
め

　

小
単
元
だ
け
で

は
な
く
、
期
末
テ

ス
ト
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
追
加
し
ま
し

た
。
「

夏

休

み

」

の
タ
ワ
ー
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
期
毎

に
学
習
内
容
の
定

着
度
を
測
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼お道具箱設定画面

▲お道具箱フラッシュカード

▲ＣＢＴタワートップ

３
．
新
登
場
！ 

紙
も
デ
ジ
タ
ル
も
！

　

『
か
ん
ぺ
き
！ 

デ
ジ
タ
ル
夏
休
み
』

　

２
０
２
５
年
度
は
新
し
い
夏
休
み
の
教
材
『
か
ん
ぺ

き
！
デ
ジ
タ
ル
夏
休
み
』
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
夏
の
え
に
っ
き
（
１
・
２
年
）
」
「
夏
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
（
３
～
６
年
）
」
「
夏
の
一
言
日
記
」
「
読
書
感
想
文

の
書
き
方
」「
原
稿
用
紙
４
枚
」「
各
教
科
の
ま
と
め
テ

ス
ト
」
と
い
っ
た
紙
な
ら
で
は
の
付
録
が
「
ま
い
夏
ポ

ケ
ッ
ト
」
と
い
う
台
紙
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
合
わ
せ
て
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
３
か

月
の
期
間
限
定
で
『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
『
Ｃ
Ｂ
Ｔ

タ
ワ
ー
』
が
ど
ち
ら
も
使
え
ま
す
。
紙
も
デ
ジ
タ
ル
も

ど
ち
ら
も
使
え
る
教
材
で
、
毎
日
楽
し
く
学
べ
る
し
か

け
が
満
載
で
す
。
す
で
に
『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
ま

た
は
『
Ｃ
Ｂ

Ｔ
タ
ワ
ー
』

を
お
使
い
の

場
合
は
、「
ま

い
夏
ポ
ケ
ッ

ト
」
だ
け
の

販
売
も
し
て

い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

光
文
書
院
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
『
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ

ト
』
『
Ｃ
Ｂ
Ｔ
タ
ワ
ー
』
は
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
が
学
び
を
通
し
て
、
自
ら
の
物
語
を
紡
い

で
い
け
る
よ
う
、
先
生
や
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
な
が

ら
、
未
来
へ
向
け
て
進
化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲まい夏ポケット表紙
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０
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７
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２
０
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５
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７
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ン
高
崎
」
、
③
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

毎
年
恒
例
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
運
営
や
全
図

協
メ
ル
マ
ガ
企
画
の

た
め
の
ア
ド
レ
ス
の

共
有
を
確
認
。

　

総
会
後
に
、
宍
戸

事
務
局
次
長
に
よ
る

「
教
育
行
政
の
動
向

に
つ
い
て
～
自
治
体

採
択
デ
ジ
タ
ル
教
材

に
よ
る
市
場
の
変
化

～
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
。

◆
栃
木
県
協
会
（
伊
藤
勉
会
長
）

　

小
規
模
校
対
策
の
継
続
実
施
を
承
認

　

①
７
月
26
日
、
②
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ

ヤ
」
。

　

今
年
も
販
売
店
支
援
事
業
と
し
て
、
小
規
模
校
対
策

を
継
続
実
施
し
て
い
く
方
針
を
承
認
。
10
月
に
栃
木
で

予
定
し
て
い
る
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
研
修
会
へ
の

参
加
協
力
を
確
認
。

◆

千

葉

県

協

会   

　
（
上
杉
浩
司
会
長
）

　

総
会
前
に
講
演

会
を
開
催

　

①

７

月

26

日
、

②
千
葉
市
「
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」
、

③
文
溪
堂
・
長
尾

正
道
営
業
部
課
長
、

◆
東
京
都
（
小
学
）
協
会
（
吉
田
勉
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
岩
崎
裕
彦
氏

　

①
７
月
19
日
、
②
千
代
田
区
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
、
③

新
学
社
・
佐
野
直
樹
小
学
事
業
部
営
業
部
長
代
理
、
全

図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
、
岡
嶋
真
衣
職
員
。

　

協
会
運
営
に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
定
を
承
認
。
積

立
金
の
使
途
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
岩
崎
裕
彦
氏
を
選
任
。

◆
愛
知
県
協
会
（
植
松
雅
範
会
長
）

　

勤
続
者
表
彰
式
を
開
催

　

①
７
月
23
日
、
②
名
古
屋
市
「
サ
イ
プ
レ
ス
ガ
ー
デ

ン
ホ
テ
ル
」
。

　

支
部
長
等
の
交
替
を
承
認
。
10
年
勤
続
者
へ
の
表
彰

式
を
開
催
。

◆
群
馬
県
協
会
（
狩
野
正
樹
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会
を
開
催

　

①
７
月
25
日
、
②
高
崎
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

［
①
開
催
月
日
、
②
開
催
場
所
、
③
出
版
社
（
代
表
）
と
事
務

局
な
ど
の
出
席
者
］

※　

７
～
８
月
に
開
催
さ
れ
た
各
都
道
府
県
協
会
の

総
会
の
様
子
を
３
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
（
出

席
会
員
数
は
10
月
号
の
「
都
道
府
県
協
会
の
総
会

を
ふ
り
返
っ
て
」
で
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
）
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

都
道
府
県
協
会
総
会
報
告
【
１
】

千葉県協会 群馬県協会

　 　 　

申し上げます申し上げます
株式会社株式会社　　 正 進 社正 進 社

東京法令出版東京法令出版　　 株式会社株式会社

株式会社株式会社　　 図 書 文 化 社図 書 文 化 社

株式会社株式会社　　 日 本 標 準日 本 標 準

株式会社株式会社　　 浜 島 書 店浜 島 書 店

株式会社株式会社　　 文 溪 堂文 溪 堂
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０
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全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

委
任
状
の
電
子
化
対
応
や
常
任
理
事
の
人
数
変
更

の
た
め
、
定
款
を
変
更
。

　

総
会
前
に
、
全
図
協
・
渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
教

育
行
政
の
動
向
と
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
取
り
組
み
」

と
題
す
る
講
演
会
を
開
催
。

◆
神
奈
川
県
（
小
学
）
協
会
（
後
藤
委
弘
会
長
）

　

規
約
の
改
定
に
つ
い
て
協
議

　

①
７
月
26
日
、
②
横
浜
市
「
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ

ザ
」
、
③
文
溪
堂
・
松
村
吾
朗
営
業
部
長
、
全
図
協
・

宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

県
協
会
や
支
部
会
の
活
動
を
報
告
。
出
版
社
と
の
意

見
交
換
の
現
状
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見

交
換
。
役
員
報
酬
に
関
す
る
規
約
の
改
定
に
つ
い
て
は

次
期
役
員
の
意
向
も
ふ
ま
え
て
来
年
度
の
総
会
で
審

議
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。

◆
神
奈
川
県
中
学
協
会
（
宮
台
賢
一
郎
会
長
）

　

研
修
会
企
画
に
つ
い
て
協
議

　

①
７
月
26
日
、
②
横
浜
市
「
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ

ザ
」
、
③
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

各
地
の
採
用
状
況
や
学
校
か
ら
の
集
金
方
法
に
つ

い
て
情
報
交
換
。
県
協
会
主
催
の
研
修
会
企
画
に
つ
い

て
協
議
。

◆
徳
島
県
協
会
（
井
上
哲
也
会
長
）

　

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
等
に
よ
る
採
択
へ
の
影
響

　

に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
７
月
26
日
、
②
板
野
郡
「
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
」
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
や
端
末
の
更
新
に
よ
る
採

択
へ
の
影
響
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
見
直
し
に
関
す
る
学
校
現
場
の

状
況
等
つ
い
て
情
報
交
換
。
図
書
教
材
ネ
ッ
ト
の
研
修

会
を
企
画
し
て
い
く
方
針
を
確
認
。

◆
東
京
都
中
学
協
会
（
依
田
誠
会
長
）

　

総
会
前
に
学
校
注
文
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
や
全
販
シ

　

ス
テ
ム
の
説
明
会
を
開
催

　

①
７
月
28
日
、
②
新
宿
区
「
協
会
会
議
室
」
、
③
浜

島
書
店
・
木
村
修
営
業
部
長
、
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事

務
局
次
長
、
岡
嶋
真
衣
職
員
。

　

総
会
前
に
学
校
注
文
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
際
に
運

用
し
て
い
る
会
員
か
ら
の
紹
介
や
全
販
シ
ス
テ
ム
の

説
明
会
を
開
催
。
そ
の
後
、
情
報
交
換
会
と
し
て
、
各

自
治
体
で
の
教
材
費
の
公
費
化
の
動
向
や
自
治
体
で

導
入
し
て
い
る
集
金
シ
ス
テ
ム
の
運
用
実
態
等
に
つ

い
て
情
報
交
換
。

◆
京
都
府
協
会
（
中
山
剛
会
長
）

　

総
会
前
に
講
演
会
を
開
催

　

①
７
月
30
日
、
②
京
都
市
「
京
都
テ
ル
サ
」
、
③
五

ツ
木
書
房
・
河
村
匡
剛
取
締
役
営
業
部
長
、
全
図
協
・

渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

各
支
部
か
ら
の
情
勢
報
告
。
自
治
体
採
択
デ
ジ
タ
ル

教
材
や
教
材
採
用
制

限
の
状
況
に
つ
い
て

情
報
交
換
。
教
材
採

択
促
進
に
向
け
て
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
。

　

総
会
前
に
渡
部
専

務
理
事
に
よ
る
「
教

育
行
政
の
動
向
と
こ

れ
か
ら
の
私
た
ち
の

京都府協会

　 　 　

残暑お見舞い残暑お見舞い
青 葉 出 版青 葉 出 版　　 株式会社株式会社

株式会社株式会社　　 五 ツ 木 書 房五 ツ 木 書 房

株式会社株式会社　　 学 宝 社学 宝 社

株式会社株式会社　　 教 育 同 人 社教 育 同 人 社

株式会社株式会社　　 光 文 書 院光 文 書 院

株式会社株式会社　　 秀 学 社秀 学 社

株式会社株式会社　　 新 学 社新 学 社
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
８
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
８
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

取
り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

◆
秋
田
県
協
会
（
田
村
有
貴
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会
を
開
催

　

①
８
月
１
日
、
②

秋
田
市
「
イ
ヤ
タ
カ
」、

③
全
図
協
・
宍
戸
亮

太
事
務
局
次
長
。

　

慶
弔
規
程
と
役
員

出
張
旅
費
に
関
す
る

協
会
規
約
の
一
部
改

定
を
承
認
。

　

総
会
後
に
、
宍
戸

事
務
局
次
長
に
よ
る

「
学
校
用
教
材
の
市

場
の
変
化
と
協
会
活
動
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。 秋田県協会

＜お問合せ ・お申込み先＞

全図協事務局（TEL 03-3267-1041）までお願い

します。

全図協

総合補償制度のご案内

補償その１→商品搬入時に学校

内で生じた対人 ・対物事故

補償その２→集金時や事務所での

現金 ・小切手盗難

充実の補償内容！
この保険があれば安心！

全図協オリジナル

￥

＝都道府県協会　会員だより＝

☆代表者・商号・住所変更のあった会員☆

<代表者変更 >

　栃木県 ･･･ ㈲たけや（栃木市）

　　　　　　新代表・竹光志津也

　愛知県 ･･･ ㈲若葉書房明壁商店（常滑市）

　　　　　　新代表・明壁利郎

　愛知県 ･･･ ㈲竹林堂教材（豊田市）

　　　　　　新代表・森久雅也

☆退会社☆

　長野県 ･･･ ㈲長野光文社（中野市）

　長野県 ･･･ 山近教材社（諏訪郡）

　長野県 ･･･ ㈲池上教販（茅野市）

　

今
年
は
夏
の
早
い
う
ち
か
ら
暑
い
日

が
続
き
ま
し
た
。
小
学
校
・
幼
稚
園
で

一
学
期
の
間
に
予
定
さ
れ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
の
プ
ー
ル
授
業
で
す
が
、
今
年

は
気
温
が
高
い
こ
と
を
理
由
に
中
止
に
な
る
日
が
多

く
、
実
際
に
実
施
で
き
た
の
が
数
回
だ
け
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
逆
に
気
温
が
低
く

て
中
止
に
な
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
、
こ
の
数
十
年
で

暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
を
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

夏
の
風
物
詩
の
お
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど
も
、
猛
暑

を
避
け
る
た
め
に
開
催
時
期
が
変
更
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
季
節
に
合
わ
せ
た
子
ど

も
た
ち
の
学
習
の
題
材
・
活
動
や
行
事
な
ど
が
、
将
来

的
に
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
み
）

編集
後記

日本教材学会　第 37 回研究発表大会日本教材学会　第 37 回研究発表大会

□開催日□開催日　2025 年 9 月 27 日（土）～ 28 日（日）

□会　場□会　場　香川大学教育学部

□主な内容□主な内容（予定）

　・自由研究発表（33 件）

　・研究プロジェクト発表（３件）

　・シンポジウム

　　テーマ：深い「探究」の学びに導く

　　　　　　教材の在り方

　　基調講演：小原友行先生（広島大学名誉教授）

　　司　会：伊藤裕康先生

　　　　　　（文教大学教育学部教授）

　　シンポジスト

　　国語科：細川太輔先生（日本教材学会副会長） 

　　数学科：松島 充先生 （香川大学教育学部教授）

　　音楽科：越川徹郎先生

　　　　　　（東京学芸大学特任講師、作曲家）

申し込み、内容等の詳細はホームページをご覧く

ださい。

＜日本教材学会ホームページＵＲＬ＞

https://kyozai-gakkai.jp/studies/tournament37/https://kyozai-gakkai.jp/studies/tournament37/

皆さまのご参加お待ちしております。皆さまのご参加お待ちしております。

【 お 知 ら せ 】


